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【抄録】

【目的】公衆衛生看護学健康教育実習において、学生が卒業後すぐに活用するイメージを持てるレベルまで

学びを深めるための実習プログラムを構築し、その効果を示す。

【方法】先行研究において抽出された学生の学びのプロセスをICEモデルの各段階にプロットし、学生が

ICEモデルの「E(応用)」の段階までたどり着くための実習プログラムを構築した。先行研究で効果の見

られたグループ学習をベースに、特定の学習プロセスを意図的に経験させるべくプロジェクト・ベースド・

ラーニングの手法で設計し､省察を促すツールとしてポートフォリオを導入した。更にICEモデルの｢E(応

用)」に至ったかをアセスメントするツールとしてICEルーブリックを取り入れた。学生3名と指導教員1

名に依頼し、大学近隣の高齢者施設で実習を行った。このプログラムの効果は、学生へのインタビューと

レポートから質的に分析した。

【結果】本プログラムが意図したとおり､先行研究で抽出された9つの学習プロセスは､ICEモデルの「応用」

にプロットしたプロセスを含め、本研究において全て出現した。

【考察】アクティブラーニングの手法を取り入れた本プログラムは、学生の学習プロセスに働きかけ、学生

の学びの段階を､ICEモデルの｢情報｣の段階から｢応用｣の段階に至らしめる効果があることが明らかとなっ

た。

瓦 ’
声を筆者は何度も耳にし、健康教育実習で学生が

多くの困難を抱えている現状を知るに至った。仲

里らは､健康教育実習に臨む学生が抱えるこういっ

た困難への対応策として、KJ法の手法の一部を用

いたグループワークを取り入れるこ､とで、対象者

の特性を把握できたと感じる学生が多いことを明

らかにした2)。

グループワークはアクティブラーニング（以

下:AL)の手法の一つであり、ALは2012年中

教審答申以降、 「主体的な学習」を推進するための

手法として注目され、 これを取り入れる動きが全

国の大学で急速に広まった。ALは、従来の一方

的な知識伝達型講義形式の受動的な学習から脱却

し、学習を社会化することにポイントが置かれて

おり、学生が自らの力で学び続ける力を養い、社

会に出てその力を発揮することが重要視されてい

緒 言

健康教育は新任保健師が卒業後すぐに求められ

る実践能力であり、平成23年度に刷新された「大

学における看護系人材養成の在り方に関する検討

会最終報告」においても「特定の健康課題に対応

する実践能力」の中の「健康の保持増進と疾病を

予防する能力」を養う教育内容として健康教育が

明記されている1)。そして現在、多くの看護系大

学で健康教育は重要な実習の一つとして取り組ま

れている。

しかし、現場の多くの保健師からは「学生時代

に実習を経験したが健康教育のやり方が身につか

ず、独り立ちした後も我流で実践していて自信が

ない」という声を、そして学生からは「健康教育

の対象者である住民の特性把握が難しい」という
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る3)。 このことは看護教育の中でも注目されてお

り、 2011年2月に厚生労働省が示した「看護教育

の内容と方法に関する検討会報告書」で、保健師。

助産師・看護師教育の今後強化すべき教育内容と

して6つの項目の一つに「主体的に学習する態度

を養う教育」が挙げられており4)、大学における

看護教育の中で学生が主体的に学習するための教

育が求められているといえる。

グループワークを取り入れた健康教育実習が学

生の学びに与えた影響は、仲里らの更なる研究に

より明らかとなった5)。 この研究は、健康教育実

習を行った学生10名へのインタビューをグラウ

ンデッド・セオリー・アプローチで分析した質的

研究で、その結果、実習における学生の学びのプ

ロセスとして9のカテゴリーが抽出され、グルー

プワークが、対象者の特性把握だけではなく、そ

の後の複数のプロセスに関わる要因となっている

ことが明らかとなった。

抽出された学習プロセスのカテゴリーは、実習

の開始から終了へ向けて、 【対象者のイメージと現

実の相違に対する困惑】 【かかわりの中で対象者の

現実を知る】【対象者の役に立ちたい気持ちが育つ】

【対象者の特性と健康課題を見抜く】 【対象者の特

性に応じた健康教育の策定】 【対象者の反応から感

じた健康教育の手ごたえ】 【グループメンバーと協

同して学ぶ】 【実習で自分が獲得した能力への気付

き】 【実習の学びを今後の看護に活かすイメージ】

というように、学びが深まっていくものであった。

ここで言う学びの深まりとは、学生が知識として

学んだ内容を、更に別の場面に応用できるように

なることを指す。 2009年の文部科学省「大学にお

ける看護系人材養成の在り方に関する検討会（第

三回)」においても、知識をつけ、それを応用でき

るようになること、学習したものを移行し活用す

ることの必要性が述べられている6)6最終プロセ

スの【実習の学びを今後の看護に活かすイメージ】

は、まさに自分が得た知識を今後の仕事に活用し

ようとイメージできる応用の段階に進んでいたと

考えられる。 しかし、 この段階まで到達できた学

生と、そこまで至らなかった学生がいた。更に、

到達できた学生は、 【対象者の役に立ちたい気持ち

が育つ】というプロセスを経て、更に省察を通じ

て【実習で自分が獲得した能力への気付き】のプ

ロセスを経ていた学生のみであった。 このことか

ら、全ての学生が学びを深めるためには【対象者

の役に立ちたい気持ちが育つ】という学習プロセ

スを必ず経験し、省察を効果的に後押しするため

の更なる何らかのアプローチが必要であることが

示唆された。

そこで、学生に【対象者の役に立ちたい気持ち

が育つ】というプロセスを意図的に経験させ、更

に効果的な省察を後押しする仕組みを取り入れた

健康教育実習プログラムを構築し、学生が全ての

学習プロセスを経験し応用に至るという効果を示

すことで、保健師として求められる実践能力を養

うための健康教育の実習を展開する、具体的な方

策を提示できると考え、 この研究を行うこととし

た。

Ⅱ’ 研究方法
1．概念枠組みと研究仮説

S.F.Youngらは、学びにおける段階をICEモ

デルという概念で説明している。 ICEとは情報

(Ideas)､つながり(Connections)､応用(Extensions)

を意味し、学びにおける段階が、表面的なものか

ら深い知識へと深まっていく段階を表している7)。

本研究の概念枠組みは図1に示すとおり、仲里

らが明らかにした9つの学生の学びのプロセス

5)を、 ICEモデルにおける、 「情報」 「つながり」

｢応用」の各段階にあてはめ、ALの手法を取り

入れた実習プログラムにより、学生の学びを応用

(Extensions)の段階へ導こうとするものである。

仲里らは、学びのプロセスとして、 【対象者の役

に立ちたい気持ちが育つ】というプロセスを経て、

かつ省察を通じて【実習で自分が獲得した能力へ

の気付き】のプロセスを経ていた学生のみが、 「応

用」の段階まで到達していたことを明らかにした5）

が、 これは即ち、 【対象者の役に立ちたい気持ちが

育つ】というプロセスを経ず、また省察を通じて

【実習で自分が獲得した能力への気付き】のプロセ

スを経なかった学生は、 「応用」の段階である【実

習の学びを今後の看護に活かすイメージ】に到達

できていなかったということである。

このことから、先行研究では一部の学生が経験

することのなかった特定のプロセスを、意図的に

経験させるためにALの手法を取り入れることで、
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図1．概念枠組み

学生の学習プロセスに関する

9つのカテゴリーとICEモデル

ldeas(情報）
対象者へのイメージと

現実の相違に対する困惑
アクティブラーニング手法
を取り入れたプログラムを取り入れたプログラム

樺
関わりの中で対象者の
現実を知る

グループ学習
対象把握に必要な

・情報の視覚化と整理
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを促す

支援をする

Connections(つながり）

》一幽雨》》一諦

<窪ﾌﾟﾛｼﾞｴ外･ﾍﾞｰｽﾄﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・目標･目的の明確化

・ビジョンの明確化

・ゴールまでの計画

を支援する

ポートフオリオ
ビジョンと全ての備報を

記録･蓄積することで、

・学生力覗在地を確霊

できるPBLの補完

・正確なリフレクシヨン

を支援する

一
鍋
［

／
、Extentions(応用）

実習の学びを今後の
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学生はこれらの学びのすべてのプロセスを経て｢応

用」の段階まで到達できるのではないか、 という

ことが本研究の研究仮説である。

フォリオを導入した。また、 ICEモデルの学びの

段階のどこにいるかをアセスメントするツールと

して、 ICEルーブリックを採用した。

2．プログラムの概要

本プログラムによる健康教育実習は、図2に示

すとおりである。グループで学習することを前提

に、プログラム全体の流れをプロジェクト・ベー

スド・ラーニングの枠組みで構築した。また、実

習後の省察をサポートするために、学生が常に自

身が収集した情報を記録するツールとしてポート

図2.健康教育実習の概要

1）グループ学習

仲里らの研究において、グループによる学習が

健康教育実習の中で複数の学習プロセスに影響し、

学びを促進することが明らかになった5)。特にKJ

法での情報の可視化が理解を助けたこと、また自

分にはない視点への気付きといった効果が見られ

たことから、本プログラムでは全てのプロセスを
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グループで活動するように構成した。 3）ポートフォリオ(Portfolio:以下PF)

PFは、学習活動において学生が作成した文章、

レポート、テスト、活動がわかる映像等をファイ

ルに入れて保存する方法であり、資料の記録や保

存に留まらず、 これまで行ってきたことを未来に

生かす機能をもち、学習の成果を上げるとともに、

本人のより高い自覚的な成長に役立つとされてい

る8)。

従来の実習でも実習記録は存在した。しかし本

プログラムでは、学生が日々の学びを意識して振

り返るための動機付けのために、あえて「ポート

フォリオ」 と銘打ち、全ての記録を各々が綴り、

振り返るよう指示した。オリエンテーションの際

に､ポートフォリオとして使用するファイルに綴っ

て配付したものは次のとおりである。①オリエン

テーション資料、②本プログラムの趣旨と取り入

れたALの内容、及び期待される効果をまとめた

小冊子、③PBLの「ビジョン・ゴール」を記載す

るための課題設定シート、④PBLのフェーズに合

わせて、なすべき課題と振り返りを記入するため

のシート （日数分)、⑤ICEルーブリック。 これ

ら各資料は、学生の省察を促進し【実習で自分が

獲得した能力への気付き】のプロセスを経て｢応用」

へ至るためのリフレクションをサポートするため

に取り入れたものである。なお、 PFはこれら以外

にも、学生が必要に応じて収集した資料を綴れる

ように、バインダー式とした。

2）プロジェクト・ベースド・ラーニング(Project

BasedLearning:以下PBL)

「プロジェクト」とは､ビジョンや使命に基づき、

ある目的を果たすための構想や計画などを指し、

課題を明確にして解決することを通してビジョン

を実現する一連の活動である。PBLとは、 このプ

ロジェクトの特徴を学習に生かしたALの手法で

ある8)。

厚生労働省は、健康教育の目的は、健康の保持・

増進にむけて対象者が行動変容を起こすことにあ

る9）と述べている。 これをPBLのビジョン・ゴー

ルに置き換えると、 ビジョンは､対象者が自身の

健康のために、 どのように行動変容を起こして欲

しいかというイメージを作ること、ゴールはその

ための目標を定めることと言える。

PBLでは、プロジェクト開始から目標達成まで

を幾つかのフェーズに分ける。各フェーズとそこ

で身につけられる力は、①準備（課題発見力)、②

ビジョン・ゴール（目標設定力)、③計画（戦略的

に計画する力)、④情報・解決策（情報を見極める

力・発想力)、⑤制作（わかりやすく表現する力)、

⑥プレゼンテーション（コミュニケーション力)、

⑦再構築（論理的に表現する力)、⑧成長確認（次

へのモチベーション)、である。

本プログラムでは、従前の実習では単純に時系

列で実施していた、対象者との面談、健康課題の

把握、テーマ設定､企画書作成､準備、 リハーサル、

実演、振り返り、 といった活動を、 PBLの該当す

るフェーズに割り当てた。そして､ 「ビジョン･ゴー

ルjのフェーズでは、従前の実習では明示的には

実施していなかった、 「対象者にどのようになって

欲しいのか」をグループディスカッションする場
哩 f

を設けた。 これは、研究仮説でもある‘【対象者の

役に立ちたい気持ちが育つ】のプロセスを意図的

に促進させるためのものである。

更に、後述するポートフォリオに綴るために、

各活動の結果を記録するためのシートを作成し、

各ページの冒頭に、その日の活動がPBLのどの

フェーズに該当するのか、またそのフェーズでど

のような力を身につけられるのかを記載し、学生

に配付した。

4) ICEルーブリツク

ICEルーブリックは、 ICEモデルの理論に基づ

き、教員と学生が学びの段階をアセスメントする

ためのツールである。学生の学びの段階が､｢情報」

｢つながり」 「応用」のどの段階にあるかを明らか

にするためのツールである。指導者と学生自身が、

両者のアセスメントを結びつけるためのコミュニ

ケーションツールとして利用することにより、学

生は自身の学習状況を可視化して客観視し、学習

の質をより高め主体的学びを促進することが期待

できる7)。

ICEルーブリックの構成は、文部科学省が定め

る「看護実践能力の充実に向けた大学卒業時の到

達目標」の中項目のうち5つの要素を縦軸に、ま

たそれぞれがICEモデルの「情報」 「つながり」 「応

用」のどの段階にあるかを横軸にとったマトリッ
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クス表を作成した。使用方法は、先ず、学生自身

が自分の学びが「情報」 「つながり」 「応用」のど

の段階に該当するかをシールによって自己申告さ

せた。次に、指導者は学生との面談、及びPFの

記載内容から、学生の学びがどの段階まで進んで

いるかアセスメントし、学生とは別の色のシール

をルーブリック上に貼った。そして、それぞれの

評価の理由を話し合い、学びの状況を双方で確認

した。これは、学生が【実習で自分が獲得した能

力への気づき】を得るための省察を促進するため

に取り入れた。

設定が行えたか、②テーマに即した健康教育が適

切に行えたか、③健康教育を実施するための知識

や技術が習得できたか、④習得した知識・技術は

自分の今後の活動にどのように活かせると考える

か、⑤その他、今回の実習での学びや自分の成長

に関して感じたこと等で、インタビューデータは、

対象者の許可の下、録音しその後テキスト化し、

コーデイングして意味のあるまとまりとして概念

化し、その内容によって分類した上で上位概念で

あるサブカテゴリーを抽出し、抽象化のレベルを

上げたカテゴリーを生成する質的分析を行った。

3．研究方法

1）研究対象

対象者は、A大学保健師課程選択学生3名（男

性1名､女性2名､全員20代)である。対象学生は、

学内にポスターを掲示し、開発したプログラムに

よる実習を行う研究協力のボランテイアとして応

募した学生を研究対象者とした。学生は、 3名と

も4年生で、健康教育を含めた公衆衛生看護学の

講義は受講済みだが、正規の公衆衛生看護学実習

は未経験であった。実習指導教員は、A大学にお

いて健康教育実習の指導経験があり、学生の単位

認定に直接関わらない非常勤・TAの中から本研

究への協力に同意の得られた1名に依頼した。

4．倫理的配盧

本研究は順天堂大学大学院医療看護学研究科研

究等倫理委員会の承認を得て実施した（順看倫第

30－62号、 2019年3月26日)。研究対象者に

は本研究の目的や倫理的配盧（匿名性、個人情報

の保護、結果の公表、参加は自由意思であること、

研究不参加による不利益がないこと）について説

明した後、研究への協力の同意の有無を確認し、

承諾を得た上で実施した。インタビューは、研究

対象者が安心して話せる個室を用意した。実習の

記録、インタビューデータの取り扱いについては、

個人が特定できないようにコード化し、データ管

理においては、鍵のかかる場所に保管した。

2）研究期間

2019年4月～12月。

プログラムによる実習期間は、 2019年4月後半

の約2週間であった。

Ⅲ’ 研究結果
1．本研究で学生が行った健康教育実習の概要

本研究における健康教育実習の概要は図2に示

すとおりである。

実習期間は、 2019年4月後半の2週間であり、

実習期間中は、オリエンテーション、臨地実習初

日 （臨地での実習と、学内でのKJ法手法を用い

た対象者の特徴把握のためのグループワーク)、準

備期間最終日 （学内リハーサル)、臨地実習最終日

(健康教育実施日）の4日間は、予め日時を設定

し、学内または実習施設において、教員の指導の

下で、各日約1～2時間ほどの実習を行った。そ

の間、学生は3名とも全日出席で、全てのプログ

ラムに参加した。健康教育の準備期間(約10日間）

は、学生がグループで自主的に日時を定めて健康

教育の策定を行った｡その間､学生は必要に応じて、

指導教員に連絡を取り、作成中の健康教育に関し

3）研究場所

A大学医療看護学部、大学近隣の高齢者のため

の公的福祉施設1カ所（実習施設)。 、

4）分析対象データと分析方法

学生への実習後のインタビューと実習終了時に

記述した最終レポートを分析対象とした。最終レ

ポートは、実習の最終日から1週間後に提出とし、

レポートを提出した時点で、インタビューを実施

した。インタビューは、研究者が各学生と個別に

実施し、その所要時間は20分～40分ほどであっ

た。インタビューは半構成的インタビューで、内

容は、①対象者の特性や健康課題に即したテーマ
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表1.学生のインタビュー及び最終ﾚポｰﾄから抽出された学生の学習プロセスに関するカテゴリー表

認識する】というプロセス

が抽出された。このカテゴ

リーは、第一回目の面接後、

更に実習施設スタッフか

ら、対象者に関する情報収

集をした学生から抽出され

たもので、対象者把握のた

めに、対象者からの情報と、

対象者が利用する施設から

の情報をつなぎ合わせる文

脈で語られたことから、 「つ

ながり」の段階に配置した。

学生達の学びのプロセス

のストーリーラインは次の

とおりであるが、 このス

トーリーラインは、 3名全

員が経験したプロセスのカ

テゴリーのみで作成し、 1

名のみが経験した【施設が

対象者に果たす役割を認識

する】というプロセスには

言及していない。

なお【 】はカテゴリー名、

『 jで囲った部分は、生

データから抽出したコード

である。

＊＊＊
て指導を受けた。

『予想外に元気な対象者の姿を見』て【対象者へ

のイメージと現実の相違に対する困惑】を感じた
2．本プログラムが学生の学びに与えた効果

学生は、その後【関わりの中で対象者の現実を知
学生に対するインタビューと

最終レポートからは、表1に示図3.学生の学習プロセスのカテゴリー相関図
すように、 10のカテゴリー、

31のサブカテゴリーが抽出さ

れた。抽出されたコードは148

であった。

また、 これらカテゴリーの関

連は、図3のカテゴリー相関図

のとおりである。 9カテゴリー

は、 3名の学生全員から導かれ

た。それ以外に、 1名のみから

【施設が対象者に果たす役割を
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カテゴリー サブカテゴリー

対象者へのイメージと現実の相違に対する困惑
対象者へのイメージと現実の相違に対する困惑

健康に見える対象者の健康課題を理解する困難さ

関わりの中で対象者の現実を知る

関わりの中で対象者の現実を知る

元気に見える対象者の健康課題に気付く

対象者の健康意識の高さを再麗識する

対象者の特性と健康諜題を見抜く
対象集団に共通する関心事と健康課題を見抜く

対象者特性に関する情報の共有

対象者の健康を願い役に立つためのビジョンを定め
る

対象者の健康を願う気持ちが強くなる

対象者に寄り添う気持ちが育つ

対象者の役に立ちたい気持ちを明確にする

ビジョンを定めることで方向性を見失わずに健康教育を策定する

対象者に対して専門職としての責任を感じる

対象者に役に立つよりよい健康教育を行いたい気持ちが育つ

対象者の特性に応じた健康教育の策定

対象者の特性に応じた教育内容の考案

対象者の特性に応じた伝え方の工夫

健康教育完成への努力

対象者の反応から感じた健康教育の手ごたえ

対象者の反応から感じた成功の手ごたえ

実施した健康教育の課題を認識する

実施した健康教育の失敗と成功の両方の部分を認識する

対象者からの客観的評価を得て実施した健康教育を振り返る事の重要性

グループメンバーと協同して学ぶ

メンバーと協同して学ぶ

グループメンバーと共に取り組む楽しさ

主体的にグループにかかわる

実習で自分が獲得した能力への気づき

自分の護得した実践能力への気づき

健康教育の展開方法に関する考察の深まり

実習によって得られた自信

実習を経て自分の変化に気づく

本実習プログラムの効果

実習の学びを今後の看護に活かすイメージ
実習で獲得した能力を活かす具体的なイメージ

実習で漢得した能力を今後の活動で活かせる自信

施設が対象者に果たす役割を麗鐡する 施設が対象者に果たす役割を淫識する



る】プロセスを経て､『実は元気に見える対象者が、

悩みや健康課題を抱えている』という事実に気づ

く。

そして､『KJ法のグループワークを通し』て【対

象者の特性と健康課題を見抜く】、 【対象者の健康

を願い役に立つためのビジョンを定める】プロセ

スで、 「対象者に認知症を予防してずっと元気でい

て欲しい」というビジョンと、①対象者が認知症

の正しい知識を持つことができる、②対象者が知

識に基づき予防行動を取ることができる、③対象

者が自宅でも予防行動を継続しようと思うことが

できる、 という3点の健康教育のゴールを掲げた

学生は、 【対象者の特性に応じた健康教育の策定】

のプロセスへと移行する。

このプロセスも【グループメンバーと協同して

学ぶ】ものであった。 ここで学生達が策定した健

康教育は、認知症の知識に関する講義と、音楽を

用いた脳トレ･リズムゲームであったが､『メンバー

とともに役割を担い補い合う』、 『メンバーと協同

することが成功につながる実感』や『メンバーと

ともに取り組む楽しさ』を感じ取るという経験を

する。

対象者に対する健康教育を実施した後には、対

象者への『アンケート結果や言動から成功を感じ』、

『必要とされていた内容だったという喜びや満足』

を得る一方、 『耳の遠い高齢者への配慮不足への反

省』や『アンケート結果からの課題』等、 『失敗と

成功の両方』を意識しながら【対象者の反応から

感じた健康教育の手応え】を感じ取る。

振り返りにおいては、 『実践能力を獲得できた満

足感』を感じる一方で、 『人に教育することの難し

さ』や『一方的な知識の押しつけではいけないと

いう気付き』を感じつつ、 しかしながら『健康教

育ができるようになった自信』や『実習によって
“ j

成長した自分への満足』といった、 【実習で自分が

獲得した能力への気づき】に至る。この省察の過

程で、学生は、 『PFを用いたリフレクションで一

連の健康教育の過程のつながりを意識』し、 『PF

を用いて全過程を振り返り自分の成長を実感』し、

『PFを用いたリフレクションの意義を理解』して

いた。また、 『ICEルーブリックによるアセスメン

トで自分が目標に近づいてくことを実感』し､『ICE

ルーブリックによって自分の成長を確認』してい

た。

実習の冒頭で経験した【対象者の健康を願い役

に立つためのビジョンを定める】プロセスは、そ

の時点で『対象者に役立つ支援を専門職として提

供する』という思いを想起させただけでなく、 『実

習が進むにつれて対象者にのめり込む感じ』 『対象

者を思う気持ちが強くなる』という、以降の実習

全期間に影響を与えるものであった。そして、 『ビ

ジョンを明確にすることで迷わず適切な健康教育

が策定できた』、 『対象者への願いをビジョンとし

て明確に設定』したことにより 『適切な健康教育

が行えたという実感』を持った学生は、 『対象者の

役に立ちたいというビジョンを明確にする必要性』

即ち、 『対象者の役に立つという健康教育の目的を

明確に定める』ことの重要性を感じていた。

実習を終えた学生は、実習で得た学びから、 『今

後の活動の中で活用するイメージ』や、 『対象特性

に適した健康教育ができるイメージ』、 『地域の健

康課題を捉えた保健師活動を展開』するイメージ

を描き、 『今後の看護に活かせる自信』を得て、 【実

習の学びを今後の看護に活かす自信とイメージ】

を獲得するに至っていた。

＊＊＊

なお、今回導入したAL手法そのものが単語と

して学生の口から語られたコードは、 「グループ」

は3名､｢KJ法」は1名､｢PBL」は0名､PBLの「ビ

ジヨン」は2名、 「PF」は2名、 「ICEルーブリツ

ク｣は2名で､いずれもその有用性に関する記述で、

否定的なコードはなかった。

Ⅳ’ 考察
1．本プログラムに取り入れたグループ学習の効果

グループ学習は、先行研究において効果が見ら

れたことから本プログラムに取り入れたが、本プ

ログラムにおいても、 【対象者の特性と健康課題を

見抜く】プロセスのみならず、複数のプロセスに

影響を与えていた。対象者に関する情報を『メン

バーと共有し検討』した学生は、 『リーダーに任せ

きりにしていた過去の実習』とは異なり、『メンバー

を見習って自分の役割を果たそう』と考え、 『自然

にメンバー同士が役割を補い合う』ようになり、『グ

ループメンバーと共に取り組む楽しさ』が芽生え

ていったと考えられる。

新井は、 メンバーが主体的にグループに関わる
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ことがグループ学習の前提であり、それが学習を

発展させる基礎となることを指摘している'0)。 こ

れを本研究で考えれば、グループの中で各々の学

生が自らの役割を担い、協同することでグループ

が機能し学習が発展していったと考えられ、本研

究のグループ学習は意図した効果をもたらしたと

いえる。

3．本プログラムに取り入れたPFの効果

学生は、予め配付した資料以外にも、 自ら定め

たビジョン・ゴールは勿論、KJ法で使用したホワ

イトボードを撮影した写真や、企画書のアイデア

の草稿、パンフレットの第一稿から最終稿まで、

健康教育の司会進行要領等、様々な資料を綴り、

書き込んでいた。それらは学生により各様であっ

たが、ディスカッションの場ではそれをお互いに

共有し確認しあいながら、 『PFを用いて全過程を

振り返り自分の成長を実感』していた。

表1の【実習で自分が獲得した能力への気づき】

というカテゴリーの中に「健康教育の展開方法に

関する考察の深まり」というサブカテゴリーが見

られるように、本プログラムで導入したPFによっ

て、学生は実習のプロセスを振り返り、 自分が健

康教育の展開方法を習得したとの認識に至ったこ

とに効果があったと考えられる。

Zubizarretaは、 PFを用いて学習プロセスを振

り返る行為がメタ認知に繋がり、 これが動機付け

になり、さらなる能動的学習に繋がる'1)と述べて

いる。本実習で考えると、サブカテゴリーの中に

｢実習によって得られた自信｣が見られている点や、

蓄積したPFを用いて、実習後のカンファレンス

で省察が意図的に実施されたことによって、 自分

の獲得した能力を認識し、 これが動機付けとなっ

て将来のイメージを抱けるようになったと考えら

れ、本研究においてPFは意図した効果をもたら

したといえる。

2．本プログラムに取り入れたPBLの効果

本プログラムにPBLを導入した最大の理由は、

研究仮説で示した通り、先行研究では一部の学生

にしか見られなかった【対象者の役に立ちたい気

持ちが育つ】のカテゴリーを全員が経験するとい

う狙いによるものであったが、結果のストーリー

ラインで示したように、学生は、 『ビジョンを明確

にすることで迷わず適切な健康教育が策定できた』

と考え、 『対象者の役に立ちたいというビジョンを

明確にする必要性』、 『対象者の役に立つという健

康教育の目的を明確に定める』ことの重要性を感

じていた。よって、研究仮説で喚起させようとし

ていた【対象者の役に立ちたい気持ちが育つ】プ

ロセスのカテゴリー名を【対象者の健康を願い役

に立つためのビジョンを定める】とした。

鈴木は、 PBLには、予め問題・課題が設定され

ているプロブレム・ベースド・ラーニングと、今

回取り入れたプロジェクト・ベースド・ラーニン

グの2種類があり、後者のプロジェクト・ベース

ド・ラーニングで願い（ビジョン）を明らかにし、

それが価値あるものであるということをメンバー

と共有することで、学習に対するモチベーション

を継続し、主体的に活動することが可能になると

指摘している8)。これを本研究の結果で考えると、

従前の実習は、 「健康教育を実施するための知識・

技能を身につける」という目標が、予め設定され
“ f

ていたものであったのに対し、今回はプロジェク

ト・ベースド・ラーニングを取り入れることによっ

て、そもそも、健康教育は何のために行うのか、

という目的を自ら考え出すプロセスを経たことに

なる。そして学生は、対象者に対して「認知症を

予防して元気でい続けてほしい」というビジョン

と、健康教育の3つのゴールを掲げ、これをグルー

プのメンバーと共有し、常に念頭におくことで、

対象者の役に立ちたい気持ちが高まり、その気持

ちを実習の期間を通じて継続させていたといえる6

4．本プログラムに取り入れたICEルーブリツクの効

果

ICEルーブリツクによるアセスメントは3回、
L

実習1日目、 リハーサル終了時、 リフレクション

終了後に実施した。学生と指導者が貼付したシー

ルの距離は1回目には離れており、学生と指導者

のアセスメントは、回を重ねる毎に近づいていっ

た。すなわち、実習開始当初は、学生の学びに関

するアセスメントは、教員と学生とで相違があり、

アセスメントの回数を重ねるに従って、そのアセ

スメントは一致していったと言える。

Youngらは、 ICEルーブリックは、教員と学生

間で、学生がどこまで学びを身につけたかどうか

についての意思疎通を助ける利点がある7）と述べ
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ている。本研究の実習で考えれば、 【実習で自分

が獲得した能力への気付き】というカテゴリーの

中に「実習を経て自分の変化に気づく」というサ

ブカテゴリーが見られるように、学生は実習の過

程の中でICEルーブリツクを用いて教員と共に自

分の成長を評価し、 自分の変化を認識していた。

学習状況のアセスメントのために取り入れたICE

ルーブリック自体が、アセスメントにおける学生

と教員のコミュニケーションツールとなり、 自分

自身の成長への認識に効果があったと考えられる。

も、学生は『PFを用いて全過程を振り返り自分の

成長を実感』し、 『PFを用いたリフレクションの

意義を理解』したと語っているように、従前の実

習記録とは異なる効果を感じていたと考えられる。

アセスメントのために取り入れたICEルーブ

リックは、学生の学びをICEモデルの各段階にあ

てはめた概念枠組みと親和性があることはもちろ

んであるが、アセスメントの際の学生と教員の認

識をすり寄せるためのコミュニケーションツール

となることも確認された。

5． これらの手法を組み合わせた本プログラム全般

の効果

本実習では、 3つのALの手法と、アセスメン

トのツールとしてICEルーブリックを取り入れた。

これら各手法は単体でも学びに好影響を与えるこ

とは既知であるが、本研究でそれらを組み合わせ

ることで、更なる相乗効果が見られたと考える。

特にPBLとグループ学習の組み合わせに相乗効果

が見られた。

Banduraは、学習者が自身の学習目標を受け入

れ、 自ら設定したとき、それを達成するための自

己効力感は増大し、学習が進むことによって更に

自己効力感は増大する'1)と述べている。

本実習で考えると、特に学生自らが､PBLによっ

て「ビジョン・ゴール」を明確にしたこと、更に

それをグループメンバーとの話し合いで決め、メ

ンバーそれぞれがその目的を受け入れたことが、

学生がその後の学びを深めた要因になったと考え

られる。メンバーと協同して目標を設定し、 これ

を『グループメンバーと共有した』ことで、 『リー

ダーに任せきりにしていた過去の実習』とは異な

る実習となったと考えられる。 【グループメンバー

と協同して学ぶ】プロセスは、先行研究同様に複
“ i

数のプロセスと関連しているが、 これらプロセス

は、 PBLのフェーズとほぼ一致していることから

も、 PBLとグループ学習の相乗効果は大きいと考

える。

またPFは、従前の実習とは異なり、PBLの

フェーズを意識できるようフォーマット化したも

のを全員に配付した。PBLの各フェーズで、どの

ような能力を学ぶことができるのか、 ということ

を意識できるようにPFを構成したことで、学生

の省察は促されたと考える。ストーリーラインで

vl 結語
本プログラムで対象者の学生3名が概念モデル

の「応用」まで到達した。また、取り入れたAL

の手法は意図したとおり、学生の学びの深まりに

効果をもたらした。
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